
令和３年度第３回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

１．開催日時  令和３年１０月２６日（火） １０時００分～１１時１０分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者   前田会長、月舘委員、片山委員、相坂委員、中村委員 

         田村委員、山谷委員、花田委員、稲川委員、野村委員 

         久保委員、保坂委員 

 

４．欠 席 者   奥崎委員、附田委員、豊巻委員、中下委員 

 

５．事 務 局   吉村経済部長、長根経済部参事兼産業観光課長、 

         中村経済部副参事兼産業観光課長補佐 

         古舘産業支援係長、山内主査、山内主事 

 

６．開催概要 

◎第２回振興会議 

⑴ 開 会 

⑵ 議 事 

・議長は、規則第４条第１項の規定により、前田会長が務めた。 

・事務局より下記案件について、資料に基づき、内容等について説明した。 

    案件１ 前回の会議の振り返り 

    案件２ 今期の提言書案について 

  質疑応答 

⑶ 閉 会 

  



７．会議概要 

（１）案件１，２について質疑応答 

発 言 者 内  容 

前 田 会 長 それでは、次第に従いまして、会議を進めさせていただき

ます。   

まず、案件⑴ 前回の会議の振り返り です。 

事務局より、説明をお願いします。 

事 務 局 （事務局より案件１について説明） 

前 田 会 長 只今事務局から説明がありましたが、これについてご異議

ございませんか。 

前 田 会 長 次の案件に移ります。 

案件⑵今回の提言書案について です。 

事務局より説明願います。 

事 務 局 （事務局より案件⑵について説明） 

前 田 会 長 只今事務局から説明がありましたが、これについて質問等

ございませんか。 

野 村 委 員 説明の中で何度も「地域」という話が出てくるが、「地域」

は具体的にどこまでの市町村を指しているのか確認した

い。なぜかというと、先日ちょっと縁があって、弘前の大学

でお話する機会があり、話を聞いたところ、そこには英文

科があるけれども、何度もこの場でも言っているとおり、

英語を話せるお仕事が東京にしかないと思っている。進学

先の学校すらやはり東京だという。でも実際、三沢には基

地があって、外国人を相手にするお仕事もあるということ

を、やはり生徒も知らない、学校の先生も知らないという

ことであったので、「地域」とは言っても、どこまで一緒に

やるかという辺りをしっかりしないと、この辺でぱやっと

して終わるのではないかという懸念もあったので、そこを

教えてほしい。 

事 務 局 明確に、「地域の定義はここまでです」とこの提言書内で規

定しているものではないが、イメージ的には、基本的には

市内になる。というのも、「施策の方向性」で、近隣市町村

と連携してやるというものを挙げているところが、多分三

か所四か所くらいあると思うが、そういうところから考え



ても、ここの前文、本文等でいう「地域」は、基本的には三

沢市内を指している整理になる。それを踏まえて、色んな

地域と連携していったらどうかというご意見もあったの

で、「施策の方向性」で、近隣市町村との連携を挙げていく

というところで整理をしている。 

花 田 委 員 まずやはり、求人というところが一番の問題ではないか。

そのために、もちろん市内の企業が元気でいなければなら

ないのであろうが、今野村委員もお話されていた、「多分こ

うだろう」という我々の考えは、場所によっては全く理解

されない。ちょっと市外に出ただけでも、英語を使う職業

は三沢にこんなニーズがある、こんな仕事があるというこ

と全く知らないという学生さんがいるのも確かだと思って

いた。 

また、うちの会社でもちょっと取り組んでいるというか、

私も分からなかったことだけれど、今発信する媒体という

か、SNS とよく言うが、FACEBOOK というものが主流かなと

思っていたら、今の若い人は、FACEBOOK はではなくて

Instagram とかそっちの方だという話があって、そこに齟齬

というかズレがあったので、やはりそういった、発信媒体

等については、若い人も入れて色々話をしていかなければ、

一定の年齢層だけで話をしても始まらないなという思いも

あった。そういうところをこれから色々と進めていきたい

なと思っている。 

先ほどの採用というところからすると、以前もお話しまし

たが、やはり大学生辺りで奨学金を活用しているという学

生さんが６割以上いるという話を以前聞いたことがある。

うちの会社ではまだやっていないが、そういった返済の一

部を補助するとか、様々なことを企業又は自治体の方でも

検討できればよいのではないか。 

事 務 局 ご意見ありがとうございます。 

奨学金等の就職支援、働きやすくなるような話については、

担当部局と調整して検討していくといった方向になると思

っている。あとは、情報発信媒体、花田委員がおっしゃっ

た、例えば Instagram 等について、今年度も当市の方で、



ホームページや動画等の情報媒体の整備及び様々な方が触

れられるような機会の創出を支援するというものの一環と

して動画の作成をしており、これは何年か前から取り組ん

でいる。ただ、やはりご指摘のとおり、動画ひとつとっても

嗜好は全く変わってきており、どんどん時間が短くなって

きている。実際問題、ひとつの動画にかける時間は、大体長

くても３分以内というのがよく言われている。３分で企業

の情報を詰め込むというふうになると、なかなか大変なと

ころはあるが、特に学生さんであればより短くコンパクト

である方がよいかと思われるので、その点はどんどんご意

見をいただいて、取組をブラッシュアップしていければと

思っている。 

稲 川 委 員 多々、各所に、例えば「地元就職」ですとか「若手の就職の

受け入れ先」、あとは「離職させない」、「仕事の選択肢の幅

広さ」等、求人に関して書いていて、「やりがいのある仕事

が地方では見つからない」とあるが、やはりどこの就職先

でも、自分のした仕事の分の結果や、仕事をやり終えた後

の達成感等、自分が頑張った分の業績の見える化を、是非

それぞれの会社で何か工夫を凝らして、評価制度でもない

けれども、なにかそういうものを取り入れて、若い子たち

にせっかく就職してもらったからには「絶対辞めないで、

この会社に骨を埋めたいな」という意識にしてあげられる

ような企業の受け皿を作ってあげなければいけない、そこ

が一番大事なところではないかと考えている。 

個人的に、私は建設業であるけれども、季節によって仕事

の忙しい時と非常に暇になってしまう時との差が激しい企

業である。その辺も平に均してあげられるような企業とし

ての努力も必要なのかなと日々感じている。 

あと、差し支えなければ、６ページの ICT 導入について、

ICT を既に導入した企業、例えば三沢市内ではどういった

企業さんが主だったところなのか、もし名前を出しても差

し支えないのであれば、事務局さんからいただけないか。 

事 務 局 ご意見ありがとうございます。 

ICT を導入した企業ということであるが、これは実は、昨



年度実施した市内企業向けのアンケートの中で設けた項目

から引っ張ってきた内容になっている。基本的に匿名とい

うか、無記名としていたので、ここで「この会社はこうい

うことをやっています」ということは申し上げられない

が、その中でも名前を書いてくださっている会社さんもあ

るので、その会社さんが話をしても良ければ、ということ

になる。この場では回答は控えさせていただくが、後ほ

ど、もし必要であればお話することは可能だと思ってい

る。 

久 保 委 員 ずっと会議に出席させていただいていたが、システムをち

ゃんと理解していなかったところがあって。この提言書を

提言した後、提言された市としてはそれをどうするのか。

これを踏まえて何かまた市の方で検討するということなの

か。 

事 務 局 提言の後どうするかというご質問かと思う。 

提言を受け、我々の方で、次年度の予算の編成時期がそろ

そろやってくるが、そこに入れ込めるものは入れ込んでい

く。実際問題、先ほどの花田委員からの意見の中で動画の

話を申し上げたが、実際にこの中でもうやっているものも

ある。既に取り組んでいるものもあるが、この会議でのご

意見を踏まえて、もっともっと良いものにしていく、変え

ていくということも考えられる。提言を受けた後に、我々

の方で、財政当局等々も含めて、次年度、またはその次の年

にでも実施できるような形で調整していく。 

久 保 委 員 「施策の方向性」と書いてあるが、実際は市役所の方たち

が決めることは決めてやっていくという感じになって、う

ちらとしてはそれをどのような進み具合かを確認する場面

はあるか。 

事 務 局 実は今期の会議では、何回目かちょっと忘れてしまったが、

２回目か３回目くらいに「前回の提言書に対する取り組み

内容」ということをお話したかと思う。実際年度も替わり、

委員が変わってしまうというところがあるが、そのような

形で、「提言を受けたこの項目に関してはこういうことをや

っています」「この項目に関してはこういうことをやってい



ます」というような回答をすることになる。もちろんこの

会議も公開されている会議で、資料自体も公表されるもの

なので、こういう形で公開する予定で考えている。 

久 保 委 員 前回の提言された内容をやってみて、こうだったああだっ

たというような反省会的なものはあるのか。 

事 務 局 反省会的な括りで設けているかはちょっと別であるが、要

は今の委員の皆様と、来年度、やってみてどうだったああ

だったという機会があるかどうかということでよろしい

か。 

今のところ考えてはいないが、確かに検証という意味合い

では、実際に意見を出して下さった、こういう背景で意見

を出したというのが分かっている皆様なので、その点、効

率よく検証していくためには必要なのかもしれない。今の

ところ考えてはいないが、必要に応じて検討させていただ

きたい。 

久 保 委 員 ありがとうございます。 

保 坂 委 員 採用関係の情報発信の部分について、やはり若い人をター

ゲットにしようとすると SNS の活用というところが非常に

重要になってくる。一方でちょっと年上の人とか、地元の

人を採用したいというときには、私も会社が五戸にあるの

で、五戸町のやり方を少し見ているが、その町の広報誌に

そういう求人情報を載せると、意外と反応が多く返ってく

る。意外と広報誌って侮れないなあというのを最近感じて

いる。町と市というところで規模が違いますし、当然紙面

の問題も出てくるので、一概に「じゃあ三沢市でもできる

か」と言われると少々自信がないところではあるが、要は

ターゲットをどこに置くかというところがすごく重要にな

ってくると思うので、その会社さんがどういった人を採り

たいのかというところをやはり明確にすること、そして明

確にするためのお手伝いも必要になってくるのではない

か。 

もう一つ、最近、私の知人から話を聞いたもので、三沢の会

社ではなくて六ケ所村の会社なのだが、中小企業で、当然

今人手が欲しいということで求人を結構出している。そう



すると、ハローワークで求人に応募してくるよりも、今働

いている人の口コミでＵターンしてくるという人が結構い

るという。例えば一旦仙台とか東京の方に就職したが、親

の介等、そういった人生の機転みたいなところで戻ってく

る。戻ってきたときに、例えば高校の時の同級生が地元企

業で働いていて、「うちの会社だったら給料は安くなるけれ

ども働きやすいよ」ということを聞くと、じゃあそこに行

こうかという感じで、中小企業でも、中堅どころの方々が

活躍して、自分の会社は働きやすいと感じていると、Ｕタ

ーンしてくる自分の友人・知人に対しても、ある意味ヘッ

ドハンティングという形で引っ張ってくるということも増

えている話は聞こえている。もちろんハローワークさんに

おける求人の出し方というのも非常に重要ではあるが、や

はりその会社で働いている人に対して、どれだけ報いてあ

げられているのかというところを再確認する必要があるの

ではないか。 

山 谷 委 員 ハローワークにいらっしゃる方でも、やはりそれこそ

Indeed さん等、ネットの求人をよく見ていて、同じ求人で

同じ事業所のものがハローワークに出ていないかという探

し方をする方が、やっぱり若い方では多い。私どもの求人

というのは、事業所の方で、これだけは最低限できてほし

いというところを抑えた上で、あとは広く募集するという

形になっている。ご本人たちは自分の得意分野や特技を活

かせるように、事業所を見て、その事業所に対する色んな

噂等、どうなのかというのを、遠隔地の方であればやはり

Twitter 等色んな方法で調べるということを、若い方はや

っている。それに対して、若い方の親御さんくらいになる

と、やはりペーパーものが中心になっているなと感じる。

４ページのところを見て少し思ったことで、「Ｕターン希望

者の採用に向けた後押し」という部分だが、そこの事業所

でどういうことがあって、どういう人を雇いたいのかとい

うのを、どういうふうに拾い上げるのか。例えば「いれば雇

うけど、いなかったら特に急いで雇う必要はないよ」とい

うようなときに、市の方で間に入ってそれをどう拾い上げ



ていくか、あるいはＵターンを希望している方をどのよう

に拾い上げていくか、あとは、中小企業の、特に小規模事業

所の、このような SNS の発信に向けて、どのような専門の

方がついて、魅力的に発信をしていくのかというのが中心

になってくるのではないか。うちの方でも、9 月 21 日から、

事業所がハローワークを通さなくてもよい、企業が働き手

に直接応募する、自主応募ということができるようになっ

た。事業所の方で、ハローワークの紹介がなくても応募で

きますよという求人方法を指定していただくと、それを見

た人が応募すると、別のインターネットのページの方に直

接履歴書等が送られる。直接応募するというシステムがで

きてきています。やはりやり方というのは時代時代で変わ

っていくものだと思うので、旧態依然として「前はこうや

っていたから」というのはもう効かない時代になってきて

いると思っている。「Ｕターン希望者の採用に向けた後押

し」というところでも、「じゃあどうするの」「どうやってＵ

ターンの人とかＩターンの人を掴めばいいの」というとこ

ろが重要なのではないか。20 代の人で帰ってきたい人も、

お父さんお母さんが高齢になったので 50 前くらいになっ

て帰ってきたいと職を探している方もいらっしゃる。そう

いうものに対してどのように応援していけるかというのが

一番のところではないかと思っている。 

田 村 委 員 説明も分かりやすく大変コンパクトにまとまっているとい

うイメージがあるが、私が見て感じたのは、まず 2 ページ、

もう少し具体的に、例えば「何々が多くなっています」と

か、「25％」というところに公示されているデータを使用す

る、また例えば 4 ページ、「Ｕターン者の割合が全国平均よ

りも高くなっております」と書いてあるが、全国平均がい

くらで青森県がいくらなのか、そういったものをもう少し、

細かい話かもしれないが、数字的な話を盛り込んだ方が説

得力も上がるのではないか。 

あと、ICT 導入という部分であるが、やはり ICT というとど

うしても、投資という点で、金を掛けてシステムを導入し

なければならないので、非常に面倒臭いと思う方もあろう



かと。あと普及を進めようと思っても、使う人は結構積極

的に使うが、使わない人というのはいくら周りが勧めても

絶対に使わないという方もいる。先ほどから各委員の方々

からご指摘もあるように、やはり紙媒体と電子媒体を融合

させたというか、両方同時進行的に行うということが、ま

あ例えば after コロナや with コロナという将来的な話であ

ったとしても非常に重要なのではないか。最近の学生を見

ていると、どちらかというと人に連絡をするときはメール

を打つよりもライン、何か思うことは Twitter、写真を撮っ

て感動したことは Instagram で、あとは大学の Gmail 等、

文章を打たなければならないものをほとんど学生は使うこ

とがないという点があるので、例えば ICT という設備投資

的なものも必要だが、事業所として見れば、SNS といったも

のも有効活用することも、ICT の I と C の部分にはおそら

く関わってくるのではなかろうかとは思われるので、もう

少し柔軟に、システムプラス SNS というような形で、うま

く対象の方々に周知できればいいのではないか。 

事 務 局 後半の ICT の話は、まさにおっしゃるとおりで、1 か 0 か

の話ではなくということである。お互いの良いところを取

り合っていければ、最終的な中間点というものを見出して

いって、それを皆で共有していければなというところは、

まさに我々の望んでいるところなので、今後事業実施する

際や検討に当たっては、今おっしゃっていただいた意見を

踏まえて検討させていただきたい。 

前段の部分の、提言書内の文章の数字、データがあるとよ

り説得力が増すよというご意見をいただいた。まさにおっ

しゃるとおりで、これは皆さんにお出ししたこれまでの会

議の資料の中では何が何％という記述をしたものはあった

が、それを一応提言書という手前もあって取ってしまった

けれども、説得力の部分ではちょっと変わってしまった部

分もあった。データ自体は存在しているものなので、体裁

を崩さない範囲で盛り込めるものは盛り込めるように検討

していきたい。 

中 村 委 員 特に意見等はないが、提案ということで。（7）について、



「事業計画の見直し」「事業承継」というキーワードが出て

いるが、当協会は県内の事業所さんと取引させていただい

ているという関係上、金融の専門家を企業さんの方に派遣

するという事業を実施している。大体年間 100 社程度を対

象とし、国などから一部助成も入り、ご利用のお客様は無

料で、中小企業診断士や税理士、社労士を派遣して、例えば

長期の事業計画の数字部分、アクションプランを作成して

事業改善のお手伝いをする他、事業承継の事前の段階でや

るべきことを整理して、事業承継完了の計画を立てるお手

伝いをするというような専門家を派遣する事業も行ってい

るので、もしこの（7）を進めていくにあたって必要であれ

ば、この辺りも発信していただければ。中小企業の就職に

対する学生へのアプローチの部分についても例えば、HP の

作り方や SNS の上手い見せ方というものも提言していただ

ける専門家の派遣もできるので、ご活用いただきたい。 

二点目、中小企業者のハブ機関的な組織というのが、財団

21 あおもり産業創造支援センターになり、連携してという

文言も出てきているが、こちらと連携されると非常にメリ

ットはあるのではないかと感じている。 

相 坂 委 員 「人材の確保に向けた働きやすい環境づくり」というとこ

ろで、若い人がまず三沢の会社に入っていただくこと、そ

して辞めないで長く働いていただくこと、これが必要不可

欠である。そのために、企業さんの方での努力も必要では

あるし、若い人は目先の給料の金額、現金というか、そこに

目が行きがちだと思うけれども、我々くらいの歳になって

くると、どうしても老後のことや将来的な心配も出てくる。

数年前に老後 2,000 万円問題という話があったけれども、

それも現実的にある問題だと認識していて、例えば会社の

方で福利厚生面を充実させて、少々金融機関目線になって

しまうかもしれないが、例えば iDeCo+等、企業型の確定拠

出年金の導入だったりを事業者さんが拠出していただく

等、こういったことも若い人にアピールして、そこは当社

の強みなんですよとアピールする。そこについて、行政の

方からでもそういったアピールに対する助成等の仕組みが



できればいいのではないか。 

あと最近では、やはり子育て世代への対応というのが非常

によくなってきているという気がする。うちでも最近では、

結婚して妊娠すると一年くらいの産休・育休を取得し、育

休明けの職員が今うちでも 3 人くらいいるが、勤務時間が、

例えば 9 時半から 16 時までとか、10 時から 16 時までと

か、その人のライフスタイルに合わせた形で、ここはもう

本部の方からも徹底してするようにと言われており、我々

が入ったときは、子どもができたら会社はもう辞めるもの

だと、若い頃はそういう考え方の世代だったが、見方がも

う全く変わってきているので、会社の社長さん方も、そう

いったご理解を深めていく必要があると思っている。 

片 山 委 員 今回の提言書の案に関して、大枠に関してはよくまとめら

れていて、特段ここを直した方がいいという意見はないが、

この後の具体的な施策であったり、色々なものがこれを基

に動いていくと思うが、最初のキーワードは、おそらく「情

報発信」なのかなと思っている。市が、こういった課題をこ

のように解決していきたいというこの思いが、どのように

関係者に伝わるかという「情報発信」が非常にキーワード

になると思った。私ども中央会も、様々な施策を展開する

際に、正直なところ今まで旧態の情報誌や、パンフレット

等を使って周知してきた経緯があったが、なかなかこれか

らのターゲットとなる方の層が変わってきており、若い

方々は、先ほどご意見様々あったけれども SNS、ご年配の方

は新聞や広報誌、そういったものをご活用されて情報を得

ているという状況の中で、これから施策に反映されると思

うが、その情報発信の仕方を是非きめ細やかに、「こういっ

たターゲットにはこういう発信の方法」「こういったターゲ

ットにはこういう発信の方法」といった、そこまで戦力的

に気を遣っていただいて、スタートラインを切っていただ

ければよいのかなという意見を述べさせていただいた。 

月 舘 委 員 私の方からの注意点として、前回会議の折にも一応私の方

で提言させていただいたが、是非とも今後、地域連携とい

うか、市町村連携であるが、ご質問の中で野村さんがおっ



しゃられたように、前文の「地域」というのは、当然ながら

三沢市中心にという定義でよいとは思う。しかしそれを踏

まえて逆に、地域間連携、近隣市町村の連携を是非とも今

後全面に出して、強化していただけないかなという部分が

ある。当然ながら行政間としては、財源的な、縦割りの部分

もあるのではあろうが、ただ一応今抱えている中小企業に

おいての問題として、やはり人口減少がネックになってい

ると感じている。人口減少がこれから加速度的に進んでい

けば、尚更のこと就業人口も減るという形に当然ながら必

然的になってくるので、幾何でも歯止めをかけるという意

味合いにおいても、前回会議でも申したように、就職希望

者の選択肢が、より幅が広がるような施策が求められる。

地域内において、例えば六戸にいい企業があったから六戸

で一応仕事をするとする、しかし三沢市の最大の現時点で

の PR ポイントは、「暮らしやすい街」だというところがあ

ると思っている。なので、仕事は違う市町村でもよいけれ

ども、それこそ人口減少に歯止めをかけるということでは

ないが、むしろより一層、「三沢は住みやすい、暮らしやす

いから、住んでいける街だな」となっていくことが肝要で

ある。その方自体は例えば六戸に就業していても、子の世

代になれば、その子が三沢は住みやすいから、じゃあ自分

が大きくなったら三沢の会社に、あるいは隣町のここの会

社にというふうになると思うので、その根本的な部分を、

是非ともこれから強力に進めてもらいたい。 

事 務 局 ご意見ありがとうございます。 

まさにおっしゃるとおりで、月舘委員のご意見を踏まえて、

「施策の方向性」のところに「地域間の連携」というような

項目を設けさせていただいた。実際、例えば上十三の定住

自立圏や、特に仕事の関係、産業構造の関係からいっても、

近隣市町村と三沢はそれほど劇的に違っているものではな

い。もちろん自衛隊や原燃関係を除くことにはなるが、そ

う考えると、連携しない理由はないのだと思っている。今

後はご指摘のとおり、人口減少の対策も含め、雇用の対策

という重要なものだと位置づけて、近隣市町村と連携の上



で取組を進めていきたいと考えている。 

前 田 会 長 案件⑵については、以上となりますが、ご質問等はござい

ませんでしょうか。 

野 村 委 員 次は 11 月 16 日に市長の方に提言するということになると

聞いてはいたが、この後、施策案、最初の方に「具体的な施

策を入れる」とあるけれども、これについては、今この会議

の中の話を三沢市さんの方でまとめるのか、ここで具体案

を言ったらいいのか、そこが分からない。 

事 務 局 「具体的な施策案」という標記を前回のペーパーではして

いたが、この提言書の内容というのは、こういう課題をこ

の会議で導いて、この課題に対する有効な打ち手は七つな

いし六つあり、それに対して何か対策を一緒にやっていこ

う、やってください、という内容を市に提案するという趣

旨であると考えているので、これをやってくださいという

ものに関しては、市の方に提案はしない。つまり、「こうい

う課題があってこういう現状だから、こういうような取組

が必要であろうと考えます」という、要は目的部分を提案

する。ただその手段に関しては、もちろんその人的支援や

お金の部分の支援、あとはやってるやってないも含めて、

そこは市の方で検討させていただいて、このご提示いただ

いた目的にきちんと対応できるような手段を講じていくと

いうようなものになる。基本的には市の方に提言する内容

については、お示しした、「現状」「提言」「施策の方向性」

の三本になるものと整理している。 

野 村 委 員 分かりました。 

であれば、やはりスピードを早めないといけないのではな

いか。せっかく提案しても、結局それを検討する頃には世

の中が変わっていたりすると、意味がない会議になってし

まう。本当ならもうちょっと早く色々したほうがよいので

はないかなという思いがあった。 

前 田 会 長 提言書案については、今回の会議でいただいた意見を反映

し、提言書を完成させたいと思います。 

最後に吉村部長。 

吉 村 部 長 大変色々とご意見をいただいて、こういった提言書をまと



めることができそうな方向になってきた。 

本日、保坂委員や片山委員の方から、「ターゲット別の情報

発信」という意見があった。私もあまりこういった視点で

考えたことがなかったが、これはすごく大事なところだな

と気が付いた。今後この提言を受けて、具体化していく中

では、これは少し重点的に考えていきたい。難しいことで

はないし、お金がかかることでもない、そういった中でこ

ういうターゲットを絞った、ターゲットを考えた情報発信

の仕方というのは今後非常に重要になっていくのではない

かと思ったので、これは重要な案件として受け止めたい。 

それから、広域的な話、月舘委員の方からも地域連携とい

うような言葉で指摘があった。これについては、うちの方

からも話をしたが、定住自立圏の話、それから県、山谷委員

さんの方とも協力しながら、三沢市に住んでいただける、

そして企業がうまく情報発信していける手段を考えながら

連携を模索していきたい。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

前 田 会 長 案件は以上となりますが、事務局より連絡事項があるとの

ことです。事務局より連絡をお願いします。 

事 務 局 （事務局より案件３について説明） 

前 田 会 長 ただ今、事務局より説明がありました。 

何か質問等ございましたら、挙手にてお知らせください。 

月 舘 委 員 三沢市議との皆さんとの対面方式でのものは、具体的には、

我々委員と市議団の皆様で行うというものなのか。 

事 務 局 日程によっては出席されない市議会議員の方もいらっしゃ

るが、市議会議員の方と振興会議と対面で、という方式で

ある。 

月 舘 委 員 そうであれば、できれば、各委員の皆さんがそれぞれ色々

な意見、色んな思いを持っているとは思うが、その折に、あ

る程度前段で、こういうのを聞きたいとか主張したいとか、

一回意見を徴収した方がよいのではないか。せっかくの機

会なので、とりとめのない話になってしまえばもったいな

い気がする。それに対して議員の皆様も、誰それがこの意



見に対して対応するとか、あらかじめひとつの何かは取っ

ておいたほうがよいと思っている。 

事 務 局 ご意見ありがとうございます。 

テーマに関して、「三沢市の中小企業の振興について」とい

う大きなテーマはあるが、細かいテーマについてはまだ決

めていないので、後日そのテーマについて皆様に出してい

ただいて、「こういうテーマでお話しようと思います」とい

う連絡は事前にさせていただきたい。 

前 田 会 長 ありがとうございます。 

私の方からも、とにかく議員との懇談会は、前もってレポ

ート提出や、今言った質問内容云々の具体的な答え等、「や

らせ」ではだめだよという話はしている。つまり、大きなテ

ーマや意見等、そういうものを大雑把に決めておくのは結

構であるが、細かいことまでは決めてはいけない。もちろ

ん新聞社から報道から、皆来る予定なので、今言ったとり

とめのない話にならないようにもう一回、日程が決まった

らその辺りも意見交換して、ある程度やっていくのがよい

のかなと思っている。ただし、「やらせ」になってはだめだ

ということだけは、議会事務局にも申し入れた。 

おそらく日程が決まったら、もう一回皆さんの意見を聞か

なければいけないと思う。そういう意味で、事務局の方、ひ

とつよろしくお願いします。 

前 田 会 長 その他何かないですか。野村委員、どうですか。 

野 村 委 員 ICT の話になるが、最近 ICT 化が目的になっていて、本来

ICT を入れることによって会議が楽になる等、それこそ、今

日会議どうするとか打ち合わせどうするとかのやりとりも

楽になるはずなのに、ICT 化だけ先に走っちゃって、という

ケースが多い。本当はそういうところで、集合しない会議

ができるものを使う、LINE を使う会議とか Teams を使う 30

分単位とか 1 時間単位の会議のセミナーを三沢市の方と行

い、各商工会の会員に案内していく方が、多分参加もしや

すいのではないか。それであれば、例えば会社の総務の方

が参加して、「うちでもできる」とスマホで会議ができるよ

うになるとか、小さいところから始めていくことができる。



多分 ICT 化に取り組むにあたって補助金があっても、補助

金をもらうための作文が大変で尻込みしてしまうという部

分が、多分事業再構築補助金の利用が青森県は少ないとい

う理由の一つではあるのではないかとは思うが、小さいこ

とでも積み重ねて、「あ、すごい便利だ」ということが分か

れば、私たちも会議をするにあたって、集まらなくても、出

先でも、Teams でスマホを使って会議に参加できる。そのた

めに必要なものはスマホとイヤホンぐらいなので。そうい

うことをどんどん、具体策ではないけれどあればよいので

はないか。プラス、そういったところのへ助成が三沢市か

らあればいいのかなと思っている。 

事 務 局 ご意見ありがとうございます。 

ICT の関係であるが、先ほど田村委員からもご意見があっ

たとおり、まさにおっしゃるとおりで、目的みたいになっ

ているところがあり、まさに働き方改革もそうだが、「ICT

入れました、はい終わりです」みたいなところがあって、こ

れは目を覚ましていかないといけないというふうには思っ

ている。きちんと目的を持って小さいところからでも、例

えば、おっしゃるとおり、会議をひとつだけでもリモート

にしてみようとところからやっていけるのではないかと思

う。実際問題我々も、関係機関との説明会もリモートに、と

いうのは本当にここ二年の話ではあるが、だんだん身体が

馴染んでいっていて、こちらの方が楽な場合とそうでない

場合がある。実際問題意見を交わしたり、こういう会議で

質疑応答をばんばんしていくタイプのものだと、やはりど

うしてもリモートだと厳しかったりする場合もあるし、そ

うでなくて単純にお話を聞いたりだとか、説明を受けたり

だとかというパターンだと、移動時間を二時間も三時間も

かけるよりはそちらの方が非常楽になる。なので、何をす

るために ICT が必要なのか、何をするために働き方改革が

必要なのかというところが、ご指摘のとおり、整理をした

上で取組ができればと思っている。 

前 田 会 長 以上をもちまして本日の会議は終了いたします。 

ありがとうございました。 

 


